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施設名

演題名 看護助手業務における配置人員の定数化について

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

クール毎の患者数にほぼ変化が見られないにも関わらず、勤務人員がバラバラで統一性がない事

分類

チーム名

活動回数

リーダー名
（職種）

活動期間
看護助手

事務

14 回

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

発表者（職種）

（指   標）:勤務人員数(月水金：最少 7名、最大 9名　　火木土：最少 6名、最大8名)

（目標値）勤務人員数(月水金：7名　　火木土：6名)

・業務内容の洗い出し
・タイムテーブルの作成
・シーツ交換数の平準化
・患者受持ちの担当制
・担当シフトの明確化・勤務表表示

（実施前）月水金：平均勤務者数8.1名　　　火木土：平均勤務者数7.0名

（実施後）月水金：平均勤務者数7.5名　　　火木土：平均勤務者数6.0名

・看護助手の人員定数は8名
・月水金の勤務者数は7名、火木土の勤務者数は6名
・ベットメイキング数は1日８ベッド
・患者受持ち制度の導入
・担当シフトの平準化

大場
おおば

　ひろみ　 ( 看護助手 )茅ヶ崎セントラルクリニック

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

②支援部門

看護助手

和田　奈津子

藤本　恵津子

多田　真由美

平成 29 年 4 月 ～ 11 月

取り組種別 問題解決型

三田　泉紀　( 看護助手 )

中川　亜湖

大場　ひろみ 看護助手

前田　朋子 看護助手

伊東　砂織 看護助手

看護師

臨床工学技士小田島　英明

三田　泉紀 看護助手

看護助手

茅ヶ崎Pipeline

③テーマに合わせて形成したチーム活動

細川　康子
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【現状把握】

【目標設定】 【要因解析】

【対策の立案と実施】
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【対策の立案と実施】

【効果の確認】
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【効果の確認】 【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】




